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【
研
究
ノ
ー
ト
］

京
都
本
法
寺
墓
地
の
無
縁
石
造
物
に
つ
い
て

【
要
旨
｝

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
得
て
行
わ
れ
た
、
京
都
日
蓮
宗
本

山
本
法
寺
墓
地
の
無
縁
石
造
物
群
の
調
査
所
見
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ

づ
く
》
○

本
法
寺
は
洛
中
に
存
在
す
る
日
蓮
宗
本
山
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
中
世
以
来
の

由
緒
を
も
つ
寺
院
で
あ
る
。
本
阿
弥
光
悦
に
代
表
さ
れ
る
中
近
世
移
行
期
の
文

化
人
か
ら
も
崇
敬
を
う
け
、
都
市
京
都
に
文
化
的
な
側
面
か
ら
も
大
き
な
影
響

力
を
与
え
て
き
た
寺
院
と
も
い
え
よ
う
。
洛
中
日
蓮
宗
寺
院
の
墓
地
に
は
当
該

期
の
無
縁
墓
石
が
多
数
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
先
槁
に
お

い
て
す
で
に
の
べ
た
。
こ
れ
ら
無
縁
石
造
物
は
こ
れ
ま
で
悉
皆
的
な
公
的
調
査

は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
紀
年
銘
を
見
る
限
り
で
は
永
正
期
か
ら
天
正
・

文
禄
・
慶
長
・
元
和
期
へ
と
及
び
、
中
近
世
移
行
期
の
石
塔
造
立
を
裏
付
け
る

資
料
が
連
綿
と
還
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
摩
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
れ
ら
金
石

資
料
を
現
段
階
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
本
稿
の
第
一
義
で
あ
る
。
本
稿
の
中

心
を
な
す
一
覧
表
に
は
こ
の
た
び
本
法
寺
で
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
得
ら
れ
た
、

石
造
物
の
形
態
的
・
時
代
的
特
徴
を
記
し
て
あ
る
。

併
せ
て
、
既
報
告
の
妙
覚
寺
墓
地
無
縁
石
造
物
の
う
ち
、
遺
漏
分
も
併
せ
て

掲
載
す
る
。
こ
れ
ら
は
集
積
合
祀
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
調
査
対
象
墓
石

で
あ
り
、
墓
域
内
に
散
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
洛
中
日
蓮
宗
各
本
山
の
無
縁
墓
石
調
査
に
つ
い
て
は
、
既
に
妙
覚
寺

に
つ
い
て
の
所
見
を
報
告
し
て
お
り
、
一
連
の
調
査
に
お
け
る
問
題
設
定
等
は

そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
｝
京
都
日
蓮
宗
本
法
寺
石
造
物
中
近
世
移
行
期

古

川

兀

也

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
京
都
所
在
の
日

蓮
宗
本
山
本
法
寺
墓
地
の
石
造
物
を
調
査
し
た
結
果
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
当
該

石
造
物
は
い
わ
ゆ
る
無
縁
墓
石
と
し
て
合
祀
さ
れ
、
法
名
と
没
年
を
記
す
に
す
ぎ

な
い
も
の
が
多
い
が
、
都
市
に
お
け
る
信
仰
の
具
体
的
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
史

（
資
）
料
は
少
な
く
、
中
近
世
移
行
期
の
京
都
を
解
明
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と

（

１

）

し
て
記
録
し
て
お
く
必
要
性
は
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
石
造
物
は
、
無
縁
墓
石
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
優
品
対
象
の
調
査
か

ら
も
漏
れ
、
自
治
体
に
よ
る
悉
皆
調
査
に
も
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ

（
２
）る

。
近
年
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
日
蓮
宗
系
墓
地
の
石
造
物
調
査
が

（

３

）

行
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
寺
史
の
一
部
と
し
て
、
ま
た
墓
石
の

形
態
変
化
に
力
点
を
置
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
墓
所
に
つ
い
て
い

え
ば
、
中
近
世
移
行
期
の
寺
院
の
動
き
ま
で
を
連
続
的
に
考
察
に
入
れ
た
論
考
は

少
な
く
、
石
造
物
の
観
点
か
ら
も
優
品
主
義
的
で
あ
っ
て
、
中
近
世
移
行
期
の
石

造
物
を
中
心
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
妙
覚
寺
で
の
調
査
に
引
き
続
き
、
本
法
寺
墓
地
の
中
近
世
移
行
期

に
造
立
さ
れ
た
墓
石
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
無
縁
墓
石
の
紀
年
銘
を
極
力

読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
石
資
料
と
し
て
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ

（
４
）

つ
（
》
０

は
じ
め
に
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１

概

要

調
査
は
日
蓮
宗
本
山
本
法
寺
の
許
可
を
得
て
、
予
備
調
査
を
平
成
十
八
年
三
月

十
七
日
に
、
本
調
査
を
八
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
、
九
月
二
十
九
日
～
十
月
一

日
、
十
月
十
五
日
～
十
七
日
に
か
け
て
、
九
日
間
に
わ
た
り
同
寺
の
墓
地
で
行
っ

た
。
本
法
寺
は
京
都
市
上
京
区
小
川
通
寺
之
内
上
ル
本
法
寺
前
町
六
一
七
番
地
に

あ
り
、
堀
川
通
と
小
川
に
挟
ま
れ
た
寺
域
を
も
つ
。
周
辺
に
は
妙
顕
寺
、
妙
覚
寺
、

妙
蓮
寺
と
い
っ
た
洛
中
の
有
力
日
蓮
宗
系
寺
院
が
存
在
し
（
図
１
）
、
茶
道
の
宗

家
で
あ
る
千
家
、
そ
れ
に
付
随
す
る
茶
道
資
料
館
、
諸
職
人
の
住
居
な
ど
に
囲
繧

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
所
在
は
、
織
豊
期
の
洛
中
再
編
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（
図

２
）
、
現
在
で
は
日
蓮
宗
、
法
華
宗
と
派
を
異
に
し
て
い
る
が
、
中
世
の
洛
中
二

十
一
本
山
に
起
源
を
持
つ
名
刹
で
あ
る
。

（

５

）

調
査
区
域
の
墓
地
は
同
寺
域
の
東
北
側
に
広
が
り
、
墓
地
中
央
に
は
歴
代
祖
師

の
供
養
塔
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
有
力
檀
那
本
阿
弥
家
の
墓
碑
な
ど
が
存
在

（

６

）

し
て
い
る
。
該
当
す
る
無
縁
石
造
物
は
、
墓
域
へ
の
参
道
右
側
に
集
積
さ
れ
て
い

（

７

）

る
（
後
掲
写
真
１
）
・
調
査
対
象
の
無
縁
石
造
物
は
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の

初
頭
、
す
な
わ
ち
中
近
世
移
行
期
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
墓
石
を
多
数
含
ん
で
お

り
、
現
在
で
は
大
半
が
無
縁
墓
と
し
て
墓
地
の
一
角
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
合
祀
さ
れ
た
石
造
物
の
ほ
か
、
墓
域
に
散
在
す
る
無
縁
墓
石
も
加
え
て
悉
皆
的

に
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
の
方
法
は
、
合
祀
さ
れ
て
い
る
無
縁
石
造
物
の
な
か
か
ら
該
当
す
る
時
代

の
も
の
を
選
別
し
、
一
点
ず
つ
写
真
撮
影
と
拓
本
作
成
を
行
っ
た
。
現
状
の
石
造

｜
本
法
寺
墓
地
調
査
の
概
要
と
所
見
及
び
評
価

図1 近世初期本法寺周辺図
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I

に
お
け
る
移
動
を
一
小
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
の
市
街
図
に
つ
い
て
は
高
橋
康
夫
氏
の
考
証

（
「
京
部
中
世
部
巾
史
研
究
』
忠
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
を
、
寺
院
の
移
転
に
つ
い

て
は
伊
藤
毅
氏
の
比
定
「
中
世
都
市
と
寺
院
」
含
日
本
都
市
史
入
門
』
Ｉ
空
間
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
九
年
十
一
Ⅱ
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

右
側
は
寛
、
水
十
川
年
の
「
洛
中
絵
図
」
（
宮
内
庁
耆
陵
部
編
『
洛
中
絵
図
」
吉
川
弘
文
館
、

九
六
九
年
十
二
Ⅱ
）
を
街
路
を
中
心
に
ト
レ
ー
ス
し
、
洛
中
法
華
宗
絹
寺
院
の
十
六
世
紀
後
ｗ

二
条
城回 ざ泉

蚕法瓢

~~~~ ~

声
三

本
国
寺

万
里
小
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高
倉
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島
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西
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図2中近世移行期における日蓮宗各寺院の所在
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表
1
本
法
寺
無
縁
蟇
墓
石

備
考

０６５８５

幅２１Ｑ４Ｚ －１１１２

８

地訂
８

水６

７２

火ス５
５

風３
６

空５

高８２

総拓蛇

枠

○○ Ｉ
目ハ

ー
線

天
野弘叩一叩一岬一帷

銘
文

形
状

一
石
五
輪

一
石
五
輪

三
石
五
輪

笠
塔
婆
身
部

箱
型

ｍｌ１２３ｌ４５

蓮経
/
妙
春
霊
/
明
暦
三
酉
正
月
十
日
/
妙
心
霊
/
万
治
三
子
三
月
七
日

妙
法
蓮
華

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
高
岳
院
妙
善
日
修
霊
/
明
暦
二
壬
辰
年
/
五
月
十
九
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
善
祐
霊
/
壬
寅
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
壽
霊
/
六
月
八
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
順
霊
/
□
口
七
日
□
□
/
悲
母
妙
順
霊
/
寛
文
四
壬
口
年
/
四
月
十
日

/
慈
父
意
安
/
逆
修
/
悲
母
妙
安
霊
位
/
寛
永
十
四
丁
丑
暦
/
五
月
四
日

○
箱
型

3
7
.
5

2
6
.
5

12．
0

6

妙
法
蓮
華

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
口
霊
/
寛
永
三
年
/
十
月
十
五
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
宗
賢
霊
/
天
正
五
年
八
月
四
日
/
母
妙
善
/
逆
修

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
意
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
悲
母
妙
説
力

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
口
恕
逆
修
/
n
口
雲
/
慶
長
五
／

（
欠
損
）

－
石
五
輪

箱
型

箱
型

箱
型

箱
型

5．
3

1
4．
0

1
7．
5

1
8．
0

岬一蠅邪一準一錘

価一ｍ卸一蠅一焔

７８９旧一州

○’○○○

鐸一睡岬芯

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
祐
念
霊
/
寛
永
口
年
/
七
月
廿
二
日
/
母
妙
祐
霊
/
寛
永
十
年
/
十
二
月
十
日

/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
宗
口
霊
/
寛
永
口
年
五
月
廿
三
日
/
母
妙
口
霊
/
寛
永
二
年
/
二
月
廿
日

箱
副

○
1
2

3
9
.
3

2
1
．
7

10．
0

笠
塔
婆
身
部

箱
型

箱
型

箱
型

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
口
浄
霊
/
□
口
四
年
/
口
月
口
日
/
悲
母
妙
口
霊
/
逆
修

○’○○’○

旧料一幅一帽

和一鉦報報

1
3
.
0

2
3
.
2

2
1
.
0

2
0
.
4

四一蝦一ｍ妬

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
妙
悦
/
逆
修
/
悲
母
妙
久
霊
/
慶
長
十
四
年
/
九
月
廿
二
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
□
/
n
n
n
/
口
月
八
日

ｌ【ぬＩ
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
圓
樹
院
宗
林
日
口
需
/
口
□
□
/
正
樹
院
林
吉
日
妙
尼
/
延
宝
二
甲
寅
年
四

月
七
日

箱
型

○
2
3
.
4

13．
0

1
7

3
3
.
8

奉
納
妙
経
全
龍
/
南
無
多
宝
如
来
/
南
無
釈
迦
如
来

経
/
松
口
霊
/
天
正
廿
年
？
/
口
月
口
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
道
壽
/
逆
修
/
妙
壽
霊
/
慶
長
五
年
/
三
月
七
日

経
/
妙
善
大
姉
力
霊
位
/
寛
永
甲
口
九
年
/
口
月
口
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
光
/
興
□
/
明
珍
妙
□
/
妙
順
/
妙
圓
/
妙
善
/
□
□
/
□
□
／

（
欠
損
）

妙
法
蓮
華
経
/
両
童
女
霊
/
法
妙
/
寛
永
八
/
十
二
月
口
日
/
妙
長
/
寛
永
八
/
十
二
月
廿
七
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
逆
修
/
慈
父
宗
法
霊
/
永
正
十
年
四
月
口
日

笠
塔
婆
身
部

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

板
碑
型

３６０

４４６

４４４

○○○○

１２

岬Ⅷ一ｍ恥叩畑岬

蛎岬一郵岬部畑梨

旧一ね釦一劃一翠一銅

2
5
.
0５００

００８

２５１
８

５
８

６
５

３
０

６

左
中
程
欠
損

2
4

2
5

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
口
圓
霊
/
文
禄
五
年
/
三
月
廿
九
日
/
母
妙
口
霊
/
慶
長
十
四
年
/
八
月
廿

八
日

板
碑
型

10．
5

4
3
.
2

2
2
.
8

２

21
．2

1
11
．
5
1
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
口
霊
/
元
和
九
年
/
＋
二
月
七
日

2
6
板
碑
型

1
1
○
’
49~8

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
D
D
雲
位
/
文
禄
口
年
/
二
月
廿
二
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
法
泉
尊
霊

/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
六
親
尊
霊

笠
塔
婆
身
部

r
，
里
ノ

13．
6

13．
6

2
7

4
0
.
8

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
口
需
/
慶
長
口
年
/
妙
泉
逆
修

2
8
1
板
碑
型

1
1
○
’

41
~8

20．
0

15．
3

法
蓮
華
経
/
祐
心
霊
元
和
九
年
/
五
月
十
五
日
/
妙
林
尼
/
寛
永
八
年
/
五
月
廿
八
日
/
妙
瑠
力
尼
／

承
応
元
年
/
八
月
廿
一
日
/
妙
長
□

上
部
欠

板
碑
型

○
2
9

4
2
.
0

2
5
.
4

11
．
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
逆
修
/
善
正
/
妙
福

妙
法
蓮
華

法
蓮
華
経
/
妙
鏡
/
元
和
六
年
/
七
月
十
二
日

板
碑
型

一
石
五
輪

板
碑
型

r）
’
5
2
5

卯訓一狸

2
2
2
.
0

1
6
.
5

1
9
.
4

ｗ｜岬価

9．
41

5．
3

1
9．
0

1
8．
7

上
部
欠

○
27．

3



3
3
板
碑
型

1
1
○

55~0
27.0

1
1
2
.
0
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
D
D
/
文
禄
□
/
口
月
口
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
善
霊
/
寛
永
元
年
/
三
月
口
日
/
妙
口
霊
/
寛
文
二
年
/
二
月
口
日
/
n
n
=
/

D
D
需
/
妙
口
逆
修
/
□
口
霊
/
□
口
廿
七
日

板
碑
型

○
3
4

5
2
.
6

1
2
8
.
2

12．
0

器
儒
：

川
号

23.2
1
11
.
0
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
口
霊
/
慶
長
廿
年
/
二
月
十
九
日

2
8
5

1
9~5

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
道
妙
力
逆
修
／

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
道
妙
力
逆
修
／

5
2
.
0

5
7
.
5

法
蓮
華
経
/
母
妙
徳
力
霊
/
□
□
□
/
正
月
口
日
/
父
宗
永
霊
/
慶
長
口
年
/
八
月
口
日
/
父
浄
永
霊
／

天
正
十
四
年
/
三
月
廿
八
日
/
母
妙
尼
/
二
月
二
日

板
碑
型

○
上
部
欠

3
7

3
6
.
0

2
4
.
5

10．
3

3
8
1
箱
型

3
9
1
笠
塔
婆
身
部

18.5
11
~8
南
無
妙
法
蓮
華
経
/常
幸
逆
修
/文
禄
四
年
法
幸
禅
定
/五
月
十
六
日

21.0
7.0
1南
無
妙
法
蓮

○’○

右
欠

下
部
欠
・
衲
あ
り

郷一邪

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
n
n
=
/
天
文
□
□
/
+
二
月
十
八
日
/
悲
母
妙
口
霊
/
天
文
四
年
/
□

月
□

板
碑
型

○
4
0

2
4
4
.
2

2
0
.
9

10．
0

板
碑
型

板
碑
型

板
碑
型

笠
塔
婆
身
部

板
碑
型

○

○’’○’○

１ｌ２ｌｌ１

1
2
.
5
蓮
華
経
/
□
口
妙
口
霊
/
慶
長
十
二
年
/
正
月
廿
日

9
．
0
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
口
霊
/
妙
口
霊
/
天
正
口
年
/
D
n
n
n
/
n
D
=
/
□
□
□
/
四
月
三
日

1
2
.
3
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
回
清
霊
/
天
正
二
年
/
七
月
一
日
/
悲
母
妙
□
/
慶
長
二
年
/
四
月
九

1
0
.
0
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
n
n
r
]
/
D
D

1
0
．
8
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
仲
霊
/
天
正
十
口
年
/
二
月
六
日
/
妙
清
/
天
正
十
四
年
/
七
月
十
五
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
回
清
霊
/
天
正
二
年
/
七
月
一
日
/
悲
母
妙
□
/
慶
長
二
年
/
四
月
九

上
部
欠

上
下
分
離

酬蛇一娼一“｜媚

錘卿一伸一岬一卸

2
1
.
0

2
1
.
4

2
4
.
0

2
2
.
3

1
9
.
0

日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
□
□
□
/
□
□

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
願
尼
/
妙
口
尼
/
妙
清
尼
/
D
n
n
n
n
/
妙
□
□
/
n
n
n
/
□
□
□
/
妙
文

尼
/
n
n
=
/
n
n
=

箱
型

－
部
欠
損

4
6

47．
4

2
7
.
5

14．
8

:計
駕
蓋

○’○

28.41
1
3
.
6
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
法
口
霊
位
/
慶
安
二
年
/
八
月
廿
日

20.7
10.0

南
無
妙
法
蓮
華
経
/煕
清
逆
修
/母
妙
喜
尼
/天
正
十
六
年
/七
月
廿
六
日

73．
5

~48．
0

ｌ認Ｉ

2

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
母
妙
福
禅
尼
/
永
禄
口
年
/
七
月
口
日
/
父
宋
文
禅
門
/
永
禄
十
口
年
/
八
月

七
日

板
碑
型

上
部
欠

4
9

42．
3

19．
8

1
10．
5

－
石
五
輪

箱
型

板
碑
型

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

板
碑
型

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

箱
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

妙
法
蓮
華

法
蓮
華
経
/
妙
利
/
慶
長
カ
ニ
子
/
正
月
二
日
/
宗
善
/
□
□
/
宗
意

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
口
口
/
[
J
n
n
/
天
正
十
二
年
/
六
月
二
日
/
口
母
妙
久
□
□

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
日
慶
/
父
口
玄
/
正
月
十
日
/
妙
慶
/
□
□
/
母
妙
玄
/
十
二
月
二
十
八
日

蓮
華
経
/
法
齋
力
霊
/
文
禄
三
年
/
七
月
十
二
日

法
蓮
華
経
/
日
現
霊
/
慶
長
八
年
/
九
月
六
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
□
/
n
n

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
圓
逆
修
/
妙
寂
霊
/
天
正
二
年
/
五
月
七
日

蓮
華
経
/
大
妙
少
位
力
/
天
正
六
年

妙
法

南
無
妙
法
蓮
華
□
/
道
□
/
妙
□

経
/
逝
去
妙
洛
禅
尼
/
寛
永
十
五
年
/
七
月
十
五
日

蓮
華
経
/
法
善
禅
定
門
/
明
暦
二
年
力
/
六
月
廿
五
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
喜
/
悲
母
妙
喜
/
霊

妙
法
蓮
華

妙
法

経
/
宗
智
童
子
/
慶
長
六
年
/
五
月
三
日

蓮
華
経
/
道
法
霊
/
妙
永
逆
修
/
天
正
十
カ
年
/
十
二
月
廿
二
日

印刷理一串一弘一弱死釘一記一卵一印一団唾一配“｜弱一郎一師

６７００００５３０５４３３０３０３５

９１０１１４８０１９０２１０２１１０

２２２１１１２１２１１２１１１１

００８０８３

７７５４８６

１２１２１１

０３３７００６

６６９５７６７

０１５０３４３

５７８５６６７

００５５０

３４４３７

００８７

６６５９

哩一顕一価服一叩一卸ｍ｜巾

○’○

上
部
欠

上
部
欠

鉦一岬一卸

１－１1－
：

下
部
欠

上
部
欠

右
半
分
欠

鄙ｍ

顕一価一価一躯一岬一噸一価一叩一岬

○
’

18．
5

体欠

欠一少

部と部

下“下

1
○
’

44．
0

6
1
と
－
体

19．
5



7
００００７００３５５７３４

~~~~~~~~~~~~~

３４０１３２１８２１５０３

１２１１２１１１１２１１１

３５０８

００６６

２２２２

０８７８０５８

７５５７８１６

１

０８０５０８９５

７５６５６５８５

０８５０８

４３３５３

２５８５８

８７６７７

妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
/
□
□
/
母
/
□
□
/
□
口
八
年

蓮
華

妙
法
蓮
華

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

箱
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

蠅蛎一即一岨弘一賑叩睡一惚一鯛岻一岬噸

配一的加一門一浬沼一再石布一万一氾一ね一釦

1
1
○

40．
8

上
部
欠

無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
寂
口
霊
/
隆
智
逆
修
/
天
文
十
一
年
十
一
月
十
八
日

蓮
華
経
/
寛
永
六
年
/
四
月
十
三
日
/
與
宇
口
禅
□

○
’

27．
0

妙
法
蓮

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
□
/
n
n

３８

９８

３３

○○
１

蓮
華
経
/
□
口
居
士
/
二
月
廿
八
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
正
力
霊
/
妙
浄
力
逆
修

下
部
欠

花
崗
岩

妙
法
蓮
華

妙
法
蓮
華

経
/
悲
母
妙
道
位
/
慶
長
十
八
癸
丑
/
七
月
六
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
探
力
逆
修
/
n
n
n
霊
/
五
月
四
日
/
父
道
祐
霊
/
四
月
十
二
日
/
母
妙
祐

霊
逆
修
/
釈
妙
口
霊
/
六
月
□
口
日

箱
型

○
21．
2

11．
4

8
1

3
2
.
8

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
永
/
逆
修
/
悲
母
妙
永
霊
位
/
天
正
十
九
年
/
三
月
廿
三
日

経
/
妙
春
霊
/
慶
長
口
年
/
正
月
廿
一
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
父
□
口
霊
/
母
妙
道
逆
修

堅[翌’
○
~
'
4
2
.
4

箱
型

一
石
五
輪

板
碑
型

21．
8

28．
3

15．
4

22．
6

叩一岬浬

距一銅一“

南
無
妙
法
蓮
華
経
/父
宗
口
霊
/永
禄
十
一
年
/二
月
二
日
/南
無
妙
法
蓮
華
経
/母
妙
祐
尼
/天

正
九
年
/
十
月
三
日
/
妙
祐
尼

南
無
妙
法
蓮
華
経
/父
妙
悦
/慶
長
十
年
/二
月
廿
一
日
/妙
通
霊
/天
正
十
六
年
七
月
十
四
日
／

母
妙
秀
/慶
雲
霊
/文
禄
七
年
五
月
廿
三
日
/妙
海
/元
和
三
年
/六
月
十
一
日
/妙
圓
霊
/六
月
廿

三
日

箱
型

○
3
1
．
9
10．
9

ｌ師ｍｌ

3
4
.
7

8
5

板
碑
型

○
2
2
.
8

9．
6

8
6

1
5
0
.
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
□
/
口
月
三
日

妙
法
蓮
華
経
/
D
D
¥
/
天
正
口
年
二
月
廿
二
日
/
慶
口
雪
/
天
正
八
年
/
四
月
十
八
日
/
慶
口
霊
／

逆
修
/
妙
尊
力
霊
/
慶
長
三
年
/
七
月
十
一
日

8
7
1
笠
塔
婆
身
部

14．
6

1
13．

6
3
9
.
9

板
碑
型

2
0
.
5

15．
4

8
8

4
6
.
2

1

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
法
祝
霊

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
審
口
霊
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
慶
禅
尼
/
元
和
十
一
年
/
七
月
口
日

板
碑
型

箱
型

笠
塔
婆
身
部

箱
型

10．
8

1
1
．
9

12．
9

13．
8

脚部一睡一劃

四一卯一馴蛇

輌廼一鉦一卸

1

○’○○

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
蓮
心
霊
/
元
和
九
癸
亥
暦
/
卯
月
十
九
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
了
喜
霊
/
寛
永
十
八
年
/
十
二
月
十
四
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
喜

南
無
妙
法
蓮
華
経
/日
里
力
大
徳
位
/元
和
□
口
年
/十
一
月
二
日
/南
無
釈
迦
牟
尼
佛
/南
無
多

宝
如
来

笠
塔
婆
身
部

12．
9

9
3

3
9
.
5

13．
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
喜
位
/
元
和
五
年
/
八
月
八
日
/
妙
喜
逆
修

7

板
碑
型
か

板
碑
型

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

箱
型

箱
型
・
板
碑
型

箱
型

L~：
９７６４８２６８

~~~~~~~~

９５２０２０７８

１１１１１１１１

４
６

１
６

６
９

６
６

３
９

５

叫肥一服一睡畑一帷一邸畑

罐一岬一恥

“｜妬一妬切一犯一弱一ｍ｜価

経
/
妙
□
□
/
□
口
十
二
年
/
□
口
十
日
/
口
妙
/
□
□

妙
法
蓮
華
経
/
妙
n
=
/
n
n
n
D
/
妙
口
霊
/
五
月
四
日

経
/
妙
林
位
力
/
D
n
n
n
/
十
二
月
□
□

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
治
逆
修
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
仙
逆
修

南
無
妙
法
連

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
思
力
道
霊
/
慶
長
十
七
年
/
七
月
十
五
日

梨坪郎一評

○○’○

上
下
欠



箱
型
・
板
碑
型

五
輪
塔

箱
型
・
板
碑
型

一
石
五
輪

箱
型

箱
型

五
輪
塔

五
輪
塔

箱
型

箱
型

○
17．
2

1
1
．
4

○
31．

8

経
/
法
界
/
□
口
四
年
/
□
口
枇
皆
/
D
n
n
n

妙
法

蓮
華
経
/
□
口
位
/
七
月
/
廿
九
日
/
妙
楽
位
/
十
月
/
十
二
日

上
部
欠

上
部
欠

延塑皿唖価一価｜唖畑一ｍ

2
1
.
6

9
.
6
よ
い
か

14．
3

20．
3

6．
3

7．
4
27．
8

10．
3

33．
0

25．
5

23．
0

24．
5

19．
0

23．
0

2
1
．
0

17．
5

州一Ｗ一Ｗ｜岬一睡一睡部一到一卸一皿

経
/
妙
玉
霊
/
久
甫
霊
/
宗
意
逆
修
/
妙
和
霊
/
妙
蓮
逆
修

蓮
華
経
/
父
妙
宗
霊
位
/
十
一
月
廿
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
母
妙
光
霊
位
正
月
廿
二
日

蓮
華
経
/
口
地
萬
霊
/
文
明
十
二
三
月
十
日

華

6
8
.
0

4
7
.
0

花
崗
岩

花
崗
岩

花
崗
岩

上
部
欠

華

○○
妙
法
蓮
華
経
/
宗
賀
口
逆
修
/
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
蓮
位
/
天
正
十
四
年
/
八
月
十
七
日

妙
法
妙
幸
霊
尼
/
宝
永
元
年
甲
申
/
五
月
六
日
/
廿
九
□

郵班
卜
部
欠

1
1
1

1
1
2

南
無
妙
法
蓮
華
経
/悲
母
妙
淳
霊
/天
正
元
年
/九
月
廿
四
日
/妙
言
/永
十
二
/正
五
/妙
最
/天
廿
／

十
一
□
/
法
言
/
永
十
三
/
□
□
/
妙
蓮
/
永
七
/
□
□

蓮
華
経
/
父
宗
蓮
霊
位
/
母
妙
口
霊
位
/
寛
永
□
口
年
/
六
月
□
口
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
了
性
/
天
正
十
四
年
/
四
月
二
日
/
悲
母
妙
蓮
/
逆
修

箱
型

○
3
4
.
8

2
2
.
0

12．
0

－
石
五
輪

箱
型

板
碑
型

板
碑
型

梱一也亜妬

５０２７

ａ２Ｑｉ

ｌ２２２

３
９

２
８

９
０

８
14．
9

14．
5

14．
3

1
1
．
0

○’’○

郵一哩一卸

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
口
宗
/
□
□
/
慶
長
十
八
歳
/
四
月
廿
八
日

妙
慶
日
等
/
十
一
月
十
二
日
/
智
超
妙
月

1

卜
部
欠

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
祖
父
□
口
位
/
永
禄
元
年
/
八
月
二
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
祖
母
妙
善
位
／

天
正
十
二
年
/
五
月
四
日

箱
型

r
，

ミ
ー
ノ

3
3
.
5

1
1
7

2
1
.
0

12．
6

○○

箱
型

箱
型

板
碑
型

12.0
1
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
□
口
逆
修
/
悲
母
妙
蓮
D
D
/
口
正
力
十
四
年
/
十
月
十
五
日

11
~7
南
無
妙
法
蓮
華
経
/□
口
宗
善
位
/天
文
十
三
年
/十
二
月
九
日
/妙
□
/□
□
/逆
修
妙
ll

11
．
5
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
n
口
禅
門
/
寛
永
n
年
/
七
月
十
二
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
口
宗
善
位
/
天
文
十
三
年
/
十
二
月
九
日
/
妙
口
/
[
1
n
/
逆
修
妙
順

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
□
口
禅
門
/
寛
永
口
年
/
七
月
十
二
日

坤鉦一岬

1
1
8

1
9
.
1

2
3
.
9

2
1
.
4

ｌ寸師Ｉ
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
口
宗
智
霊
/
正
保
二
年
閨
五
月
十
八
日
/
厳
口
妙
蓮
霊
/
寛
永
廿
口
未
/
四

月
廿
四
日

1
1
9

1
2
0

1

箱
型

○
1
2
1

3
5
.
5

2
1
.
4

11
．
0

1
2
2
1
箱
型

○’○’○’○○

○

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
浄
蓮
力
霊
/
慶
長
三
年
/
三
月
二
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
口
尼

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
春
霊
/
慶
長
四
年
/
七
月
廿
七
日
/
悲
母
妙
忍
霊
/
慶
長
五
年
/
正
月

六
日

3
4
.
0

22．
6

1
9．
9

箱
型

3
6
.
0

1
2
3

2
2
.
2

1
1
．
7

板
碑
型

板
碑
型

板
碑
型

口
無
妙
法
蓮
華
経
/弘
善
/逆
修
/妙
善
/天
正
十
一
年
/二
月
四
日

上
部
欠

南
無
妙
法
蓮
華
経
/慈
父
宗
蓮
/天
正
十
二
年
/四
月
八
日
/悲
母
妙
福
位
/天
正
九
年
/二
月
九
日
|上
部
欠

上
部
欠

四一些睡

如一埋証

1
9
.
2

2
2
.
5

2
4
.
1

煙一価一脈

1

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
先
口
常
林
霊
/
承
応
二
巳
年
/
五
月
三
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
為
宗
信
/
逆
修
/
元
和
二
丁
丑
年
/
九
月
廿
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
為
妙
信

霊
/
天
正
廿
口
辰
/
六
月
三
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
遠
照
院
光
栄
日
口
霊
/
寛
永
十
一
閨
霜
月
口
八
日
/
法
樹
院
妙
栄
日
林
霊
／

寛
永
七
暦
十
二
月
九
日

箱
型

○
1
2
7

3
4
.
3

2
3
.
2

8
.
9

箱
型

○
1
2
8

3
7
.
4

2
3
.
2

11．
9

1
2
9
箱
型

○○○○’○’○

○

21
~3

1
16．
4
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
祐
宗
霊
/
父
即
力
心
霊
/
母
妙
法
霊

3
6
.
3

南
無
妙
法
蓮
華
経
/為
妙
音
禅
尼
/寛
永
四
丁
卯
年
/五
月
廿
一
日
/南
無
釈
迦
如
来
/南
無
多
宝

如
来

箱
型

3
4
.
6

卜
部
欠

1
3
0

14．
4

13．
2

箱
型

板
碑
型

一
石
五
輪

箱
型

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
於
霊
/
妙
浄
霊
/
了
祐
力
霊
/
妙
音
霊
/
幻
智
霊

口
正
十
五
/
口
月
九
日

妙
法

口
閖
霊

1
3
1

1
3
2

1
3
3

1
3
4

郵翻

小郵一岬一咄

岬一岬一脈一煙

卜
部
欠

右
下
部
の
み

7
7

J
、
ノ

4．
2

8
.
4



妙
法
蓮
華

○’○○○’○○

－
石
五
輪

一
石
五
輪

箱
型

箱
型

箱
型

板
碑
型

6
.
2

4
.
0

6
.
7

6．
5

12．
8

20．
4

10．
3

21．
3

23．
1

15．
7

25．
9

31．
5

17．
5

22．
5

17．
0

17．
0

20．
0

24．
0

9．
0

13．
0

9．
0
31．

0
17．

0

6．
5

11
．
0

6．
0

10．
0

8．
0

13．
5

9．
0
29．

5
17．
0

10．
0

岬卯

叫一蛇一哩価班琴一ｍ｜部ｍ一ｍ販顕一卸一脚一ｍ

価価一切｜配一幽抑一岬距一蝿一叫一妬一帖一岬噸一掬一卸一間

経
/
受
貞
聖
霊
位
/
寛
永
四
丁
卯
年
/
十
月
十
七
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
宗
善
霊
/
文
禄
三
年
/
十
一
月
晦
日
/
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
善
逆
修

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
口
善
□
/
正
十
九

獅岬一繩一懇

上
部
欠
･
花
崗
岩

上
部
欠

下
部
欠

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
道
林
禅
門
霊
/
干
時
長
享
三
年
/
九
月
七
日

南
無
妙
法
蓮

蓮華華華妙
法
蓮
華

妙
法
蓮
華
経
/
恵
光
院
日
熈
霊
/
寛
永
四
年
/
四
月
十
二
日

法
蓮
華

蓮
華

妙
法
蓮
華

法
蓮
華
経
/
了
語
力
霊
/
寛
永
口
年
/
口
月
四
日
/
口
喜
逆
修

妙
法

1

五
輪
塔

五
輪
塔

18．
0

山石］石山石山右

〕岡］岡当岡田岡

花花花花

五
輪
塔

五
輪
塔

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

即一ｍ

型即一知

叩ｍ｜即一顕貼雨

頑一印

“即印

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
永
口
禅
定
門
/
寛
永
四
年
/
五
月
廿
口
日
/
D
n
n
n
定
尼
/
元
和
四
戌
年
／

九
月
口
日

箱
型

○
1
5
2

ｌゆめＩ

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
D
n
n
n
/
n
口
長
禅
定
尼
/
逆
修

箱
型

五
輪
塔

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

○

2
4
.
5

11
.5
2
3
.
5
3
1
.
5
3
1
.
0
3
9
.
0

2
○
2
0
3
~
0

46．
0

5．
5

6．
0

10．
5

9．
0

5．
0

9．
5

8．
0

16．
5

7．
0

3．
0

6．
0

6．
0

16．
0

11．
5

○
1
5
6
.
0

~
48．

0

8．
5

3．
5

7．
5

9．
5
30．

0
15．
0

8．
0

8．
5
26．
0

15．
0

10．
0

4．
0

8．
0

9．
5

14．
5

５０
~~

８７

癌一瞬一癌一睡一博価一噸一価一個一睡

3
8
.
0

3
2
.
0

1
0
.
0

1
2
.
0

1
0
.
5

3
8
.
0

1
1
.
5

1
4
.
0

12．
5

蓮
華

妙
法
蓮
華

妙
法
蓮
華
経
/
母
妙
慶
/
慶
長
□
□
/
十
月
九
□

六
親
春
属
/
口
春
/
道
林
/
D
D
/
n
n

妙
法
蓮
華
経
/
宗
昧
禅
定
門
/
寛
永
廿
年
/
十
月
廿
六
日

蓮
華
経
/
宗
運
霊
/
寛
永
六
己
巳
年
/
六
月
四
日

妙
法
蓮
華

下
部
欠

下
部
少
欠

*
墓
石
通
番
は
合
祀
さ
れ
た
墓
石
群
の
排
列
を
反
映
し
て
い
る

（
左
→
右
、
前
→
奥
)。

*
墓
石
の
選
択
は
、
過
去
の
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
お
こ
な
っ
た
。
中
近
世
移
行
期
の
造
立
に
か
か
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
を
対
象
と
し
た
。

結
果
的
に
－
部
時
代
の
下
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。



妙
覚
寺
無
縁
蟇
墓
石
（
補
遺
）

形
状

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

箱
型

笠
塔
婆

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

笠
塔
婆

箱
型

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

８６５２４２０３２８８２２１３

地型即８四打調旧酌旧副配Ⅶ記詔記

０３６６４３６５０３５８５８０５３４１２７６４６

水７６９６９７６７７８６１６８７５９９７８８５８７ １

０６５５１７８０２６２５８２４２５８８３００６

火６６７８７８７７７５０７６６６９８６９７５８７ １

０５３３０２８２０２７２０３９１４６０

風４３４４４４３３５３４３４４３４４６５

２２５２４５８４４６０７６９０５５

空７７７０８６６７８６８８５８０６８ １

１

高５１８３５９５２

総記劉諏旧朗拓鏥謁

枠

○○○ ｌ
倶

線１１

天１

幅蔬而Ｗ而祁而砺、而琿羅症琿厩罪両雨両砿而畑両面噸而踵雨一個吋琿而雨顧雨両叩Ｗ両雨

函一岬岬焔妬一郎一煙帷両ｍ切一邨一岬煙仰一ｍ一切帷一睡蛇一価叩一蛇一叩睡Ｗ卸一服一”｜坤一画師一ｍ｜幽顕一切雨一煙一地一ｍ

銘
文

経
/
元
和

妙
法
蓮
華

経
/
妙
福
霊
/
慶
長
十
一
丙
午
年
/
五
月
十
口
日

妙
法
蓮
華

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
国
霊
位
/
元
和
三
年
/
三
月
十
六
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
天
正
十

法
蓮
華

叩－１ｌ２ｌ３ｌ４５６ｌ７ｌ８ｌ９｜旧型坦坦型幅坦立坦灼一釦一旦空認一壁至坐幻坐詔型里墾墾弘亜坐里狛調

備
考

左
下
少
欠

下
部
欠

華
経
/
宗
源
霊
/
妙
清
需
/
二
月
/
十
五
日

蓮
華

上
部
欠

地
輪
下
部
欠

華
経
/
法
泗
霊
/
元
和
八
壬
戌
年
/
八
月
廿
二
日

妙
法
蓮
華

妙
法
蓮
華

蓮
華
経
/
華
経
/
妙
口
霊

上
部
欠

上
部
欠

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
永
順
霊
位
/
寛
永
三
九
月
十
二
日
/
妙
幻
力
逆
修

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
慈
父
宗
善
霊
/
天
正
十
六
年
/
九
月
十
六
日
/
悲
母
妙
泉
霊
/
九
月
廿
五
日

妙
法
蓮
華
経

妙
法
蓮
華
経
/
道
春
禅
門
/
永
禄
九
年
/
八
月
廿
日

ｌやめＩ

蓮
華
経
/
妙
福
/
文
禄
口
年
/
D
n
n
n
/
宗
口
霊
/
妙
口
霊

妙
法
蓮
華
経
/
妙
有
力
禅
尼
/
慶
長
十
四
乙
酉
年
/
九
月
廿
日

法
蓮
華
経
/
□
口
尊
霊
/
天
正
力
八
年
/
八
月
十
四
日

蓮
華
経
/
D
n
n
n
/
文
禄
口
年
/
五
月
口
日

－
石
五
輪

板
碑
型

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
D
n
n
n
/
n
n
n
n

妙
法
蓮
華
経
/
妙
與
霊
尼
/
文
禄
四
乙
未
年
/
三
月
四
日

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

笠
塔
婆
身
部

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

経
/
法
意
霊
/
文
禄
三
年
甲
午
/
正
月
廿
七
日

蓮
華
経
/
道
□
□
/
寛
永
□
□

十
一
年
癸
未
/
□
口
晦
日
/
□
口
光
宗
口
尼
霊

経
/
妙
源
霊
尼
/
寛
永
五
甲
口
年
/
十
一
月
口
日

蓮
華
経
/
妙
清
霊
/
寛
永
十
三
丙
子
年
/
十
月
十
三
日

蓮
華
経

妙
法
蓮
華

妙
法
蓮
華

妙
法

妙
法
蓮
華

下
部
欠

上
部
欠

妙
法

妙
法
蓮
華

蓮
華

妙
法
蓮
華
経

妙
法

妙
法
蓮
華
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下
部
欠

板
碑
型

1
○
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無
妙
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経
/
梵
口
霊
/
天
正
十
四
年
/
二
月
廿
三
日

法
蓮
華

－
石
五
輪

一
石
五
輪

19．
5

3．
9
浬一““

卵一雨“

蓮
華

妙
法
蓮
華

妙法
蓮
華

妙
法
蓮
華
経
/
妙
徳
霊
尼
/
元
和
元
年
/
七
月
廿
七
日

経
/
妙
長
逆
修
/
□
口
院
日
長
長
安
霊
位
/
元
文
二
年
/
九
月
六
日

妙
法
蓮
華

経
/
法
浄
霊
位
/
文
禄
四
年
/
＋
月
廿
二
日

蓮
華
経
/
母
妙
鑑
霊
尼
/
慶
長
五
年
/
六
月
十
二
日

妙
法
蓮
華
経
/
道
清
逆
修
/
妙
祐
逆
修

経
/
慈
父
蓮
意
霊
/
慶
長
三
年
戊
戌
/
七
月
十
四
日

－
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

板
碑
型

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

水
輪
下
部
欠

風
輪
上
部
欠

地
輪
上
部
欠

5．
8

3．
4

10．
8

3．
7

6．
1

3．
8

即理

7.2
1
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13~8

1
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0

5
.
0

3．
0

6．
5

1
4．
5

2
2
.
0

2
5
.
0

2
2
.
0

2
3
.
5

００

８６
０

４
０

７

００ ~~

８７

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
蓮
圓
霊
位
/
妙
薄
雪
位

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
證
心
院
妙
道
元
真
日
通
居
士
/
寛
永
六
己
巳
年
/
七
月
廿
五
日
/
中
村
氏

1
○

35~0

００

８３
１

０
４

０
９

巧一砿

20．
0

6．
5

27．
0

23．
0

29．
5

19．
0

蓮
華

経
/
妙
熈
霊
尼
/
元
和
七
辛
酉
年
/
八
月
廿
九
日

蓮
華
経
/
久
徳
霊
/
慶
長
四
年
/
七
月
十
二
日
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即一叩一頭

妙
法
蓮
華
経
/
恵
光
霊
位
/
天
正
十
四
年
丙
戌
/
三
月
九
日

妙
法
蓮
華
経
/
妙
春
童
女
/
寛
文
九
年
己
酉
/
八
月
十
三
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
召
二
霊
/
妙
春
寿
位
/
慶
長
元
丙
申
年
/
三
月
十
日

唾一頭

即一頭
－
石
五
輪

笠
塔
婆
身
部

4
1
．
0

空
輪
上
部
欠
／

火
輪
下
部
欠

－
石
五
輪

妙
法
蓮

6
2

3．
0

4
.
0

4
.
0

9
.
0

8．
0

華
経
/
與
妙
童
女
/
慶
長
十
四
年
己
酉
年
/
七
月
十
二
日

妙
法
蓮
華
経
/
妙
春
霊
/
慶
長
十
八
年
/
正
月
二
十
六
日
/
幻
蓮
霊
/
貞
受
霊

蓮
華
経
/
進
力
月
宗
真
霊
位
/
元
和
口
年
/
十
二
月
四
日

－
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪

一
石
五
輪
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花花
妙
法
蓮
華
経
/
蓮
池
院
妙
純
霊
位
/
寛
永
六
己
巳
年
/
五
月
廿
九
日

妙
法
蓮
華
経
/
宗
珍
霊
位
/
天
正
廿
壬
辰
年
/
二
月
廿
四
日

妙
法
蓮
華
経
/
宗
清
霊
位
/
慶
長
五
庚
子
年
/
七
月
三
十
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
清
徳
力
霊
位
/
妙
圓
逆
修
/
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
/
南
無
多
宝
如
来

卵噸一ｍ

躯“｜姥

－
石
五
輪

一
石
五
輪

台
座
あ
り

笠
塔
婆
身
部

一
石
五
輪

一
石
五
輪

笠
塔
婆
身
部

一
石
五
輪

一
石
五
輪

笠
塔
婆
身
部

一
石
五
輪

一
石
五
輪

45，
7

妙
法
蓮
華
経
/
了
清
霊
位
/
D
n
n
｢
]
/
五
月
十
四
日

華
経
/
妙
寿
力
霊
/
天
正
力
十
二
年
/
九
月
十
二
日

００

１２

２２

０５

５３

０
５

０
３

５
５

水
輪
破
損

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
本
霊
尼
/
天
正
十
七
年
/
九
月
廿
九
日

蓮
華
経
/
宗
與
霊
位
/
慶
長
十
八
癸
巳
年
/
三
月
廿
三
日

妙
法
蓮
華
経
/
理
禧
力
霊
位
/
天
正
廿
口
年
/
三
月
四
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
/
妙
珠
霊
位
/
寛
永
口
年
/
十
月
二
日

経
/
文
智
霊
/
文
禄
五
年
/
六
月
廿
八
日
/
妙
覚
力
逆
修

蓮
華
経
/
道
智
霊
/
文
禄
五
年
/
七
月
十
三
日

4
5
.
5
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4．
0
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0
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5

9．
0

1
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4
3
.
0

５５

ｉ９

２１
５

６
０

５



２

所

見

本
法
寺
墓
地
無
縁
石
造
物
群
の
調
査
と
整
理
を
通
じ
て
検
出
で
き
る
所
見
を
こ

こ
で
ま
と
め
て
み
た
い
。
な
お
こ
こ
で
述
べ
る
石
造
物
番
号
は
表
１
の
番
号
に
対

応
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

物
配
置
は
後
年
に
な
っ
て
人
為
的
に
集
積
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
特
別
な

意
味
は
な
く
、
石
造
物
個
体
を
特
定
す
る
情
報
は
必
要
な
し
と
し
て
調
査
対
象
と

は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
石
造
物
は
主
に
形
態
ご
と
に
板
碑
型
・
一
石
五
輪
塔
・

笠
塔
婆
身
部
・
箱
型
・
船
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
高
・
幅
・

奥
行
、
一
石
五
輪
塔
に
あ
っ
て
は
空
・
風
・
火
・
水
・
地
各
輪
の
高
さ
も
調
査
し

た
．
石
造
物
の
表
面
は
経
年
に
よ
り
非
常
に
摩
耗
し
て
お
り
、
紀
年
銘
の
十
全
な

（

８

）

解
読
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
右
の
形
態
に
よ
る
分
類
を
主
分
類
と
し
つ
つ
、

法
量
等
を
加
え
、
こ
れ
に
紀
年
銘
や
欠
損
の
状
態
を
加
え
て
表
に
し
た
の
が
表
１

で
あ
る
。

な
お
、
表
１
に
は
先
槁
の
補
遺
と
し
て
妙
覚
寺
墓
地
内
に
〃
散
在
″
し
て
い
る

（

９

）

無
縁
墓
石
に
つ
い
て
も
後
掲
し
た
。
妙
覚
寺
の
無
縁
墓
石
群
に
つ
い
て
は
、
拙
槁

「
京
都
妙
覚
寺
墓
地
の
無
縁
石
造
物
考
ｌ
中
近
世
移
行
期
の
葬
送
と
石
塔
造
立
ｌ
」

に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
報
告
は
合
祀
さ
れ
た
無
縁
墓
石
群
を
中

（

叩

）

心
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
当
初
よ
り
こ
れ
ら
石
造
物
の
存
在
に
は
気
づ
い

て
は
い
た
が
、
あ
る
も
の
は
地
中
に
埋
没
し
、
あ
る
も
の
は
現
在
で
も
個
人
墓
地

内
で
供
養
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
調
査
か
ら
除
外
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
絵
師
狩
野
家
累
代
の
供
養
塔
、
陶
工
で
あ
る
楽
家
の
供
養
塔
も

（

Ⅱ

）

（

吃

）

含
ま
れ
る
が
、
既
に
概
略
は
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
本
表
で
は
割
愛
し
て
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
参
考
に
取
り
上
げ
た
も
の
も
含
め
る
と
総
数
で
一
六
○
点

余
の
石
造
物
を
検
出
し
た
。
大
半
の
石
造
物
に
は
題
目
（
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

の
全
部
も
し
く
は
一
部
）
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
本
法
寺
墓
地
に
現
存
す
る
こ
と
と

（

過

）

あ
わ
せ
て
、
日
蓮
宗
檀
那
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
．

こ
の
う
ち
様
式
的
に
最
も
多
い
の
が
一
石
五
輪
塔
、
板
碑
型
の
形
態
を
持
つ
も

の
で
、
笠
塔
婆
身
部
が
こ
れ
に
続
く
。
ま
た
作
成
年
代
順
に
み
る
と
、
一
番
古
い

も
の
は
文
明
十
二
年
の
箱
形
墓
石
で
あ
り
（
恥
Ｕ
、
以
降
元
亀
・
天
正
・
文
禄

の
各
時
代
で
、
約
五
○
点
を
数
え
る
。
さ
ら
に
慶
長
・
元
和
・
寛
永
期
の
も
の
が

約
五
○
点
で
全
体
の
三
分
の
二
以
上
が
年
号
を
明
ら
か
に
し
う
る
紀
年
銘
を
持

つ
。
紀
年
銘
を
持
た
な
い
も
の
も
様
式
的
に
は
同
一
の
時
代
性
を
表
し
て
い
る
と

考
え
て
よ
く
、
中
近
世
移
行
期
の
京
都
市
中
墓
地
資
料
と
し
て
は
有
益
な
デ
ー
タ

（

Ｍ

）

を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

紀
年
銘
に
よ
る
作
成
年
代
と
各
様
式
に
相
関
は
み
ら
れ
ず
、
十
七
世
紀
に
箱
型

墓
石
が
隆
盛
す
る
以
前
は
、
こ
れ
ら
三
者
が
潭
然
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

（

鴫

）

で
き
よ
う
。

特
に
板
碑
型
と
一
石
五
輪
塔
の
紀
年
銘
は
共
通
項
が
多
く
、
題
目
・
法
名
・
没

年
（
も
し
く
は
供
養
年
）
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
多
く
が
「
霊
位
」
「
霊
尼
」

「
父
」
「
母
」
「
童
子
」
（
恥
髄
）
な
ど
と
し
て
、
法
名
を
単
体
で
記
し
て
お
り
、
当

該
期
石
造
物
紀
年
銘
の
一
般
的
な
あ
り
方
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
「
慈
父
・

悲
母
」
（
恥
鈴
、
艶
、
皿
、
唾
「
父
・
母
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、

法
名
が
左
右
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
は
夫
婦
の
供
養
塔
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
点
で
は
「
霊
（
位
）
・
霊
尼
」
（
恥
Ⅳ
）
と
書
き
分
け
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
ま
た
男
女
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
法
名
と
逆
修
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
も

－38－



の
も
か
な
り
あ
る
。
「
父
・
母
」
「
慈
父
・
悲
母
」
と
し
た
上
で
片
方
が
逆
修
名
で

あ
る
も
の
が
あ
り
、
夫
婦
関
係
を
包
含
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
夫
婦
・
親
族
に
よ
る
石
造
物
造
立
は
時
代
的
な
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ

中
近
世
移
行
期
を
通
じ
て
継
続
的
に
み
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
。

（

妬

）

家
族
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
は
「
六
親
」
「
六
親
舂
属
」
と
す
る
例
や
、
単

体
で
「
童
女
」
「
童
子
」
「
童
霊
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
供
養

形
態
は
一
族
的
な
信
仰
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
な
も
の
で
、
中
世
末
期
に
お
け
る

信
仰
の
あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

紀
年
銘
に
逆
修
名
を
含
む
こ
と
は
、
配
偶
者
や
子
孫
に
よ
る
故
人
の
供
養
と
考

（

Ⅳ

）

え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
逆
修
名
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
紀
年
銘
も
あ
り
、
石
塔

造
立
の
機
縁
が
必
ず
し
も
故
人
没
後
の
供
養
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
特
定
の
個
人
を
追
善
す
る
と
い
う
意
識
の
他
に
、
縁

を
持
つ
精
霊
そ
の
も
の
の
鎮
魂
を
目
的
と
し
て
の
石
塔
造
立
と
い
う
こ
と
、
す
な

わ
ち
「
結
縁
」
供
養
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

３

評

価

概
要
と
所
見
で
得
た
考
察
か
ら
、
こ
れ
ら
無
縁
墓
石
群
の
歴
史
資
料
と
し
て
の

位
置
付
け
を
お
こ
な
い
た
い
。

石
造
物
群
は
大
半
が
板
碑
型
・
一
石
五
輪
塔
型
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
が
、
慶

長
年
間
以
前
の
紀
年
銘
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
個
体
数
の
時
代
的
な
分
布
に
偏
り

は
み
ら
れ
な
い
。
特
に
洛
中
寺
院
の
移
転
が
大
規
模
に
行
わ
れ
た
天
正
十
年
代
前

半
を
境
と
し
て
、
数
量
に
著
し
い
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
現
状

で
は
一
年
あ
た
り
二
点
ほ
ど
の
石
造
物
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
中
近
世

移
行
期
を
通
じ
て
継
続
的
に
石
塔
造
立
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
当
該
期
の
日
蓮
宗
檀
徒
の
信
仰
形
態
を
考
え
る
上
で
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
墓
制
や
先
祖
供
養
と
い
っ
た
文
化
的
に
保
守
的
な
事
象
は
、
宗
教
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
文
献
史
料
以
上
に
雄
弁
な
場
合
が
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世

の
移
行
期
は
、
洛
中
に
遺
さ
れ
た
史
料
、
と
く
に
宗
教
社
会
的
な
あ
り
方
を
示
す

史
料
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
像
、
認
識
と
実
際
と
の
乖

離
を
こ
れ
ら
石
造
物
は
示
し
て
い
る
。

多
く
の
洛
中
内
日
蓮
宗
系
寺
院
は
郊
外
に
中
興
開
山
や
本
山
に
と
っ
て
重
要
な

人
物
の
廟
所
を
有
し
て
い
る
。
前
掲
の
註
（
５
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
法
寺

の
廟
所
は
洛
東
の
本
寿
寺
で
あ
り
、
寺
院
と
墓
所
と
の
関
係
は
こ
れ
ら
廟
所
寺
院

の
考
察
で
十
分
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
洛
中
内
部
寺
院
に
は

墓
所
が
設
け
ら
れ
、
中
世
末
期
以
来
の
墓
標
が
遣
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
寺
院
と
地
域
、
寺
院
と
檀
徒
の
関
わ
り
が
密
接
で
あ
る
日
蓮
宗
系
洛
中
各
本
山

に
特
徴
的
な
事
例
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
正
期
に
お
け
る
寺
院
移
転
後
に
お
い
て
も

「
墓
標
」
と
い
う
か
た
ち
で
徴
証
を
の
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
掲
の
表
２
は
、
天
正
四
年
段
階
で
本
法
寺
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
檀
徒
の
一

（

鴫

）

覧
で
あ
る
が
、
移
転
後
の
寺
地
か
ら
は
距
離
の
あ
る
地
域
の
信
者
も
多
い
。
し
か

し
、
複
数
回
な
さ
れ
た
移
転
以
前
の
寺
地
と
の
関
係
で
見
て
み
れ
ば
、
密
接
で
あ

り
、
寺
院
と
地
域
と
の
関
係
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
仰
に
お
け
る
寺
地
と
地
域
、
血
縁
な
ど
の
関
係
も
自
ず
と
理
解
さ
れ
る
の
で
は

無
か
ろ
う
か
。

今
後
、
現
在
調
査
継
続
中
で
あ
る
日
蓮
宗
系
寺
院
墓
地
の
同
様
な
墓
標
に
つ
い

て
報
告
を
し
て
ゆ
く
が
、
こ
れ
ら
石
造
物
の
分
析
に
よ
り
、
中
近
世
移
行
期
の
日

－39－



表2 「諸寺勧進帳」にみられる本法寺檀那 註（
１
）
都
市
京
都
に
お
け
る
葬
制
、
墓
制
、
墓
石
な
ど
に
関
連
し
て
は
、
高
田
陽
介
「
境
内
墓
地

の
経
営
と
触
砿
思
想
」
今
日
本
歴
史
」
四
五
六
、
一
九
八
六
年
五
月
）
、
勝
田
至
「
京
師

五
三
昧
」
考
（
「
日
本
史
研
究
」
四
○
九
、
特
集
平
安
京
・
京
都
の
葬
制
、
墓
制
、
一
九

九
六
年
九
月
）
な
ど
参
照
。
こ
の
ほ
か
「
日
本
史
研
究
」
四
三
六
号
（
一
九
九
八
年
十
二

月
）
で
は
「
特
集
室
町
期
京
都
の
空
間
構
造
ｌ
都
市
の
支
配
と
社
会
ｌ
」
と
題
し
て
特
集

を

組

ん

で

い

る

。

（
２
）
川
勝
政
太
郎
「
日
蓮
宗
の
題
Ⅱ
石
塔
」
（
「
史
迩
と
美
術
』
第
二
○
八
号
、
一
九
五
○
年
十

蓮
宗
寺
院
と
檀
徒
に
み
る
宗
教
社
会
的
な
関
係
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
評
価
を
も
っ
て
本
稿
の
結
び
と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ナ莞
ノー

い
○北嶋 本法寺

本法寺

本法寺

十如坊

眞蔵坊

一条小嶋町

近衛町

麺
一
迦
抑
一
皿

皿

しきりや孫左衛門尉

大工彦四郎

大工源二郎

丹波や与次郎
筆や源四郎

大工弥七

八文字や宗円

かりかねや川句殿

うつほや内方

くみや

かちや忠左衛門尉殿
たたみや

こめや

ふや孫左衛門

近衛町

近衛町尊養坊本法寺

本法寺 舟橋辻

冷泉室町

鷹司室町

０

０

０

０

５

２

壷
一
読

０

０

０

０

０

０

５

１

安楽小路町

羅漢風呂町

伽
一
皿

殿

院

卿

坊

坊

坊

行

部

如

林

養

教

治

真

松

本

本法寺 北舟橋町００

０

０

０

２

５本法寺 西武者小路

本法寺

本法寺

今町100

100

300

500

1000

500

200

100

500

100

10000

500

1000

金一匁

革堂町

安禅寺殿町本法寺あふらや

ならや内

米や内方

本法寺
本法寺

院
院

行
行

教
教

小川羅漢橋下町東面

小川羅漢橋南町西面

春日町筆やおかか

筆やお松

おちま

富森一右衛門尉

又二郎

友田玄悦

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

目|如坊

圓如坊

圓林坊

春日町

冷泉室町

眞蔵坊 冷泉室町
一条出口東町本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本陽坊

~~教行院
－条室町
一条室町九郎左内

はたの内 寸売

中小川本三郎

おこま

本孫左内

くほ与久郎

本新九郎

本弥四郎

本光意

本光仁

銀一匁一分
300

川
川

小
小

中
中

銀5匁
500

500

300

500

川
川
川

小
小
小

中
中
中

川
川

小
小

中
中

栗本彦二郎
三宅二郎四郎内

中小川

うつほ屋町

安楽小路町

西舟橋町

石屋辻子

石屋辻子

風呂辻子

羅漢風呂町

羅漢風呂町

羅漢風呂町

羅漢風呂町

、

伽

吉川宗徳 弛
一
如
一
知

ｍ
｜
、
｜
皿
一
価
一
即
一
皿

ｍ

、
｜
畑
一
皿
一
皿
一
皿

ｍ

嶋村又左衛門尉殿

新兵衛殿

与左衛門尉殿

与太郎

与四郎

二郎兵衛

与五郎

弥二郎

十乗坊

圓妙坊

尊養坊

真如坊

尊養坊

へ
３
）

〆
ゞ三郎左衛門尉

新右衛門尉

羅漢風呂町

南猪熊町

又二郎

米屋内方

二郎左衛門尉殿

岡村宗加内方
法金

南猪熊町

伊佐町

伊佐町

二
月
）
で
は
「
妙
覚
寺
の
三
塔
」
と
し
て
応
永
年
間
に
相
次
い
で
造
立
さ
れ
た
Ｒ
蓮
・
日

朗
・
日
像
を
祀
る
笠
塔
婆
の
み
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
的
文
化
遺
産
の
多
い
京

都
に
あ
っ
て
は
、
中
近
世
移
行
期
石
造
物
の
詳
細
な
調
査
な
ど
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
石

造
物
の
研
究
は
指
標
的
な
優
品
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
終
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
か
つ
て
坪
井
良
平
が
木
津
惣
墓
の
悉
皆
的
研
究
を
行
っ
た
よ
う
に
（
「
山
城
木
津
惣

墓
墓
標
の
研
究
」
「
考
古
学
」
一
○
’
三
、
一
九
三
九
年
）
、
中
横
に
遡
り
う
る
墓
地
の
調

査
は
等
閑
に
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
人
為
的
自
然
的
環
境
変
化
に
よ
る
石
造
物

の
滅
失
を
考
慮
す
る
と
、
現
代
は
調
査
の
限
界
に
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
妙
覚
寺
狩
野
家
墓
所
の
調
査
」
（
池
上
本
門
寺
編
「
池
上
本
門
寺
奥
絵
師
狩
野
家
墓
所

の
調
査
』
安
藤
昌
就
氏
執
筆
、
二
○
○
四
年
三
月
）
、
関
口
慶
久
「
洛
中
に
お
け
る
中
世

～
近
世
墓
標
の
一
様
相
ｌ
京
都
本
圀
寺
墓
地
の
墓
標
調
査
ｌ
」
（
坂
詰
秀
一
先
生
古
希
記

念
論
文
集
考
古
学
の
諸
相
Ⅱ
」
二
○
○
六
年
一
月
）
な
ど
が
本
稿
と
関
連
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。

圓林坊

定泉坊

本法寺
本法寺

圓林坊

圓如坊

伊佐町
伊佐町

吉川弥右術門尉

槙与四郎殿

尊暘坊
尊暘坊

大宮観世町

大宮観世町

本法寺

本法寺

０

０

０

０

０

０

５

５

尊陽坊
尊暘坊

大宮観世町
大宮観世町

新介殿

吉川宗蓮

本法寺

本法寺

０

０

０

０

０

０

１

５

与三郎殿

与三郎殿

五十嵐与四郎

五十嵐玄琢

本法寺

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

３

２

３

１

５

２

１

坊
院
院
院
院
院
院

陽
行
行
行
行
行
行

尊
教
教
教
教
教
教

院
院

行
行

教
教

香西殿町

大宮薬師町

飛鳥井殿町

飛鳥井殿町

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

五十嵐新左衛門尉

五十嵐分左衛門尉

飛鳥井殿町
西武者小路

五十嵐内

五十嵐内菊

本法寺

本法寺

西武者小路

西武者小路

久右衛門尉 本法寺 尊養坊
本法寺眞蔵坊

本法寺真如坊

眞蔵坊

真如坊

西武者小路皿
一
価
麺

西武者小路
西武者小路

大蔵

孫三郎

宗福

二郎左衛門尉

本法寺

本法寺

十乗坊

十如坊

大炊道場町０

０

０

０

２

３ 大炊道場町

本法寺

本法寺

本法寺

十如坊
圓林坊

忠右衛門尉 本法寺十如坊

弥左術門尉 本法寺圓林坊

とく 本法寺
与二郎 本法寺

ほり 本法寺

与介 本法寺十乗坊

太郎五郎 本法寺十乗坊

五十嵐三郎左衛門尉本法寺教行院

中村与三郎左衛門尉本法寺善行坊
桜田三郎兵衛 本法寺圓如坊

中村与三郎左衛門尉 本法寺 善行坊

大炊道場町

大炊道場町

今町
今町

今町

一条材木町

一条殿町

印

印
一
価
一
皿
一
皿
一
価
一
抑
一
皿 小川羅漢橋下町東面

小川羅漢橋下町東面
春日町

皿

唖

＊項目は、各槁那が関係を有していた塔頭、勧進額、居住

地である。

＊原史料で連記してある部分を補足して表にしてある。
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参
道
の
山
側
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
法
寺
会
館
を
建
築
し
た
際
に
現
在
の

よ
う
に
合
祀
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

紀
年
銘
の
読
解
は
拓
本
を
主
と
し
、
適
宜
写
真
と
現
地
で
の
メ
モ
を
基
に
し
て
お
こ
な
っ

た
。

妙
覚
寺
墓
地
に
は
、
絵
師
で
あ
る
狩
野
家
の
墓
や
陶
工
楽
家
の
墓
な
ど
歴
史
的
著
名
人
の

墓
も
多
い
。
現
在
の
墓
地
は
、
本
堂
に
近
接
す
る
墓
地
と
堀
川
通
り
に
接
す
る
墓
地
に
分

け
ら
れ
る
が
、
前
者
は
塔
頭
墓
地
か
ら
一
部
分
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
対
象
と
し

た
無
縁
石
造
物
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
の
は
後
者
で
あ
る
。

「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
」
（
第
二
十
八
号
、
二
○
○
二
年
三
月
）
・

調
査
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
「
室
町
時
代
後
期
に
お
け
る
非
文
献
資
料
を
利

用
し
た
地
域
文
化
（
信
仰
）
伝
播
の
基
礎
的
研
究
」
、
課
題
番
号
一
三
七
一
○
二
○
八
）

に
よ
る
。

関
根
龍
雄
「
京
都
本
山
妙
覚
寺
史
」
（
京
都
日
蓮
宗
本
山
妙
覚
寺
、
一
九
九
○
年
十
月
）
。

狩
野
家
、
楽
家
の
供
養
塔
は
、
中
近
世
移
行
期
以
来
の
も
の
が
連
綿
と
残
る
が
、
近
世
中

期
か
ら
後
期
に
及
ん
で
も
そ
の
形
態
は
一
石
五
輪
塔
を
用
い
て
い
る
。
紀
年
名
に
は
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
／
宗
清
霊
位
／
慶
長
五
庚
子
年
／
十
月
三
十
日
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
台
座
の
一
部
は
あ
ら
た
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
期
に
改
修
が
く
わ
え
ら
れ
て

各
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
調
書
を
作
成
し
た
上
、
写
真
撮
影
と
拓
本
の
採
取
を
行
っ
て
い

る
。
紙
数
の
制
約
上
、
本
槁
で
は
デ
ー
タ
の
み
を
一
覧
表
と
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
が
、

後
日
報
告
書
作
成
に
際
し
て
は
主
要
な
石
造
物
の
拓
本
等
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
法
寺
の
廟
所
は
、
洛
東
化
野
の
本
寿
寺
に
存
在
す
る
。
本
寿
寺
の
墓
域
は
日
像
上
人
の

茶
毘
所
に
起
源
を
持
ち
、
歴
代
祖
師
の
供
養
塔
も
本
法
寺
と
は
別
に
存
在
し
て
い
る
。
両

墓
域
が
併
存
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
て
後
述
す
る
。

歴
代
祖
師
供
養
塔
、
本
阿
弥
家
墓
標
に
つ
い
て
は
本
報
告
で
は
割
愛
し
、
別
槁
に
記
す
。

両
者
と
も
十
六
世
紀
の
紀
年
名
を
も
つ
石
造
物
を
含
む
が
、
石
材
等
の
観
察
か
ら
後
年
に

お
け
る
再
造
立
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
別
槁
で
の
考
察
が
相
応
し
い
と
判
断
し
た
。

本
法
寺
貫
首
大
塚
泰
詮
税
下
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
無
縁
石
造
物
群
は
本
来
墓
地

参
道
の
山
側
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
法
寺
会
館
を
建
築
し
た
際
に
現
在
の

（
追
記
）

本
調
査
は
科
学
研
究
費
（
「
非
文
献
資
料
を
利
用
し
た
中
世
都
市
に
お
け
る
基
層
信
仰
の
研
究
」

課
題
番
号
一
七
六
八
二
○
○
二
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
の
実
施
に
際
し
て
は
、
大
本

山
本
法
寺
貫
首
大
塚
泰
詮
祝
下
よ
り
ご
理
解
を
賜
り
、
ほ
か
寺
内
各
位
の
ご
協
力
を
得
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

へへへ

18 17 16
………

（
略
）

へ

14
…

（
蝿
）

い
る
点
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

題
目
以
外
で
は
、
一
石
五
輪
塔
に
梵
字
を
五
文
字
刻
ん
だ
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

の
二
点
而
沼
・
皿
）
は
白
味
が
ま
さ
る
花
崗
岩
で
あ
る
。
無
縁
石
造
物
群
全
体
で
花
崗

岩
は
一
○
点
に
満
た
ず
、
本
法
寺
歴
代
の
笠
塔
婆
な
ど
を
作
る
材
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
材
と
銘
文
に
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
様
式
的
に
該
当
し
な
い
も
の
は
調
査
の
段
階
で
除
外
し
た
の
で
あ
る
か
ら
当
然

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
以
降
に
造
立
さ
れ
た
墓
石
は
現
在
も
墓
地
内
部
で
子
孫
に
よ
っ

て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
も
様
式
的
に
偏
り
が
生
じ
る
理
由
と
な
る
の
で
あ
る

や
つ
。

も
ち
ろ
ん
、
以
前
拙
槁
（
「
越
前
に
お
け
る
法
華
宗
の
展
開
と
法
華
経
信
仰
ｌ
敦
賀
・
河

野
浦
・
一
乗
谷
を
結
ぶ
も
の
」
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
第
八
三
集
、
二

○
○
○
年
三
月
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
紀
年
銘
を
持
つ
資
料
数
が
今
後
多
く
検
出
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
地
域
的
・
時
代
的
な
傾
向
が
現
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

但
し
定
型
句
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

先
に
見
た
夫
婦
間
の
供
養
塔
造
立
も
こ
の
例
で
あ
る
。

表
２
作
成
の
基
礎
史
料
と
そ
こ
で
洛
中
本
山
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
勧
進
に
つ
い
て
は
、

拙
槁
「
天
正
四
年
の
洛
中
勧
進
」
（
「
古
文
書
研
究
」
第
三
十
六
号
、
一
九
九
二
年
十
月
）

参

照

。
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写真 1

』 ‘＃
＃
も

－鳥

測、

暮一
唖 眉

Ｉ

I

熟ｄ
宮
咀
１
年 本法寺墓地内にある無縁蟇の合祀場所

本法寺の無縁墓は寺域北東にある墓所

の入口付近に位置している （写真1)。か

E

3

~

脅
勘

､管溌

驚

つては墓地参道の両側に集積されていた
琴

~
＆ 暇魑
晶 が、本法寺会館を新築するにあたり現在

の位置に合祀し直している。無縁墓は、

大概六ﾀ11に並べられているが、本稿で論

及した古様の墓石は各列の隙間に配置さ

れているものが多い。 また、幣序された

墓石群と墓域区画壁との間にも該当の墓

石が多数存在している （写真2)。

'諺 ．－

暴薮一
頭…

吐 占

‘ ”葱

蕊
聡議忠

垂
唇一 生

1

底躍鷺鶴
竃
」鎧か課

“

饗

写真2
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写真4 写真3

古様を示す墓石

墓石の時代による形態変化は、 これ

までに報告した日蓮宗系墓標の場合と

ほぼ等しい結果となる。 lli様蟇{jの特

徴は、墓石側枠と墓石表面の段差が少

なく、墓石中央に刻まれた題目の下に

立体的な膨らみをもつ台座が彫出され

ている点にある（写真3)。内容面では、

複数名の法名が命l l 、逆修名などとと

もに亥l1まれ（写真4)、 また、夫婦の合

祀墓と思われる双行の碑文も認められ

るのである （写真5)。

写真5
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